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一般社団法人能登里海教育研究所 海洋教育促進プログラム 

 

令和５年度実施事業の概要 

 

本年度はこれまで実績を上げてきた学校と外部協力者をつなぐコーディネート活動

と教職員向けのオンライン研修を継続し、石川県能登町、珠洲市、七尾市、金沢市、県

外では富山県、長野県、千葉県、東京都、兵庫県、神奈川県などオンラインも活用し授

業支援の範囲を広げるとともに、新たな海洋教育の拠点を開拓しました。 

能登里海教育研究所が初年度から継続して支援してきた能登町立小木小学校での海

洋教育（里海科）の取り組みが評価され、第 54 回博報賞を受賞しました。他にも、能

登里海教育研究所が支援した七尾特別支援学校珠洲分校高等部作業学習（農工ビジネス

班）が、石川エコデザイン 2023 にて教育・社会活動領域「フューチャー賞」を取得し

ました。 

また 2024年 1月 1日に発生した能登半島地震による影響で能登の親元を離れて金沢

市内に 2 次避難している中高生を対象にコーディネート支援を行い、福島県の NPO 法

人 makana の支援によるタッチレス水栓ポンプの学校等への提供を実施しました。一

般市民向けの情報共有・発信としては、能登半島地震を受け急きょ開催日と内容を変更

し、「第 6 回いしかわ海洋教育フォーラム 震災を乗り越えるために〜海洋教育先進地 

能登町・現場からの報告～」をオンライン開催し、災害緊急支援活動の教育現場の現状

を共有しました。モデルとなる海洋教育活動の情報については、学校教育に携わる教員

で共有し海洋教育授業の実践を可能にすることを目的とした、海洋教育 Web プラット

フォーム「海の授業ちえぶくろ」で授業の実践事例データを継続して蓄積し公開しまし

た。 

 

 

能登町立小木小学校 2 年生の「つくもっ子水族館」の発表  
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1－1 海洋教育特例校における海洋教育  

 

石川県能登町立小木小学校の取り組みの概要 

 

 石川県能登町立小木小学校は平成 27 年度から継続して文科省の特例校に指定され、

「里海科」が設置されています。里海科は平成 27 年度の開始時より 5 年生と 6 年生に

それぞれ 35 時間が割り当てられています。他の 1, 2, 3, 4 年生は生活科、理科、社会、

総合、家庭の時間を使って「里海活動」を実施しています。能登里海教育研究所は、金

沢大学環日本海域環境研究センター臨海実験施設、能登町教育委員会と協力し、必要に

応じて授業の一部指導や、専門知識を持つ地域の方を支援員としてコーディネートし、

連携施設との調整、器材提供を行い、里海科と里海活動の支援を行っています。本校に

おける里海科の取り組みは「ふるさとへの誇りと愛着を育む海洋教育の推進」が高く評

価され、第 54 回博報賞を受賞しました。本校の海洋教育カリキュラムを継続的に実施

するため、実践支援と教員へのフォローアップを行いました。 

 

小木小学校の海洋教育実施状況（令和 5年度年間計画） 

 

  

学年 海洋教育充当科目・配分時数 学習内容 

1 年 生活科 16 時間 海辺の季節変化 

2 年 生活科 15 時間 海の生き物の飼育 

水族館をつくろう 

3, 4 年 理科・社会・総合等 78 時間 特産物イカの PR 

イカの解剖 

5 年 理科 15 時間・社会 15 時間・

総合 5 時間 

水産業のさかんな地域 

流れる水のはたらき 

海岸清掃 

6 年 理科 15 時間・総合 10 時間・

家庭 10 時間 

海に関する職場体験 

海産物を使った献立作り 

防災 
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2023 年 11 月 25 日北陸中日新聞 

 

 

2024 年 3 月 15 日北國新聞 
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第 1 学年の実施内容 

 

 小学 1 年生は国語と生活科の時間を利用し、能登町にある海の自然を活かした体験活

動を提供する「のと海洋ふれあいセンター」周りの海の散策と生き物採集を行いました。

国語の教科書で「うみのかくれんぼ」という読み物を読み、本物の海でかくれんぼをし

ている生き物を探しました。身近な自然を観察し、季節ごとの特徴や変化を探し、生き

物と触れ合う学習を行いました。次項に第 1 学年里海活動年間計画を紹介します。 

 

 

2 年生と合同で行った海の散策 
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里海活動年間計画                            第１学年 

月 題 材 名（教科） 
指 導 の 内 容 

内容 学  習  活  動 

４
月 

  

 

 

５
月 

＜あそびばにでかけよう＞ 

・みんなであそぼう 

 

（生活科：３時間） 

A 

 

① 五色が浜や東町の海辺に行き，里海の春の様子を諸感覚で感じなが

ら，海藻を採集する。 

② クロムブックを活用し、お気に入りの海藻の絵を描く。 

③ 絵を見せ合い、気づいたことを交流する。 

６
月 

   

 

７
月 

＜なつとなかよし＞ 

・なつとあそぼう 

（生活科：３時間） 

A 

 

 

① 五色が浜に行き，里海の夏の様子を諸感覚で感じながら，海辺の自然

と触れ合う。 

② 遊んだことや見付けたことについて，絵や言葉で表し，友達に伝える。 

９
月 

   

10 

月 

   

11 

月 

＜あきとなかよし＞ 

 

 (生活科：６時間) 

B 

 

 

 

 

① 五色が浜に行き，春や夏に来たときとの違いや変化を探したり，秋の

特徴を探したりする。 

② 木の実，海藻や貝殻を集め，できる遊びや道具を考える。 

③ 遊び道具の設計図を作る。 

④ 設計図をもとに木の実や海藻，貝殻を使って遊び道具を作る。 

⑤ 遊び道具を使って遊び，面白い所や工夫しているところを話し合う。 

⑤ さらに楽しく遊べるように工夫して作る。 

12 

月 

  

 

 

１
月 

  

 

 

２
月 

  

 

 

３
月 

＜ふゆとなかよし＞ 

・秋と冬のうみをくらべよう 

（生活科：２時間） 

＜生きものだいすき＞ 

・生きものとふれあおう 

（生活科：２時間） 

B 

 

 

 

A 

 

① のと海洋ふれあいセンターの海辺に行き，秋に来たときとの違いや変

化を探したり，冬の特徴を探したりする。 

② 海辺で気付いたことや発見したことをカードに書き，伝え合う。 

③ のと海洋ふれあいセンターの海辺に行き，ヤドカリや貝，カニなどを

採集し持ち帰る。 

③  教室で一週間程度飼育する。観察して感じたことを伝え合う。 

※内容 A 海に親しむ B 海を知る C 海を守る D 海を利用する 
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第 2 学年の実施内容 

 

小学 2 年生は 1 年生と同様に生活科の時間を利用し、のと海洋ふれあいセンターの

屋外タッチプールで生き物を採集し、教室に設置した水槽で一定期間飼育し、生き物が

好む住み家やエサについて調べ、動物の飼育や生き物にも生命があることを学びました。

本年度は同校 3 年生に、2 年生がペアごとに担当した水槽「つくもっ子水族館」を紹介

しました。次項に第 2 学年里海活動年間計画を紹介します。 

 

 

水族館作り 
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里海活動年間計画                             第２学年 

月 題 材 名（教科） 
指 導 の 内 容 

内容 学  習  活  動 

４
月 

   

５
月 

   

６
月 

   

７
月 

＜みんな生きている＞ 

・どんな生き物がいるのかな 

（生活科：２時間） 

A ①九十九湾にはどんな生き物が住んでいるか、１年時の活動を思い起

こしたり、図鑑で調べたりする。 

②秋に「九十九っ子水族館」を開くという大きなゴールを設定する。 

③先輩にこれまでの学習経験をインタビューしたり、図鑑で育て方・

住みかを調べたりして、学習計画を立てる。 

９
月 

＜みんな生きている＞ 

・生きものをそだてよう 

（生活科：４時間） 

 

A 

C 

海洋ふれあいセンター下の九十九湾にて 

①育てたい生き物を採取する。 

②住みかに必要な材料を採取する。 

  （生き物と材料は里海研究所に一時保管してもらう） 

・大切に育てよう 

（生活科：２時間） 

 

B ①住みかを作り、生き物を入れて住み心地（隠れ場として作った岩陰

に隠れるか等）を確認する。 

②生き物の世話をする。 

・生きものをよく見よう 

（生活科：２時間） 

B ①継続して生き物を飼育し、生き物の特徴や変化の様子に注目して観

察し、記録する。 

10 

月 

＜みんな生きている＞ 

・はっ見したことを知らせよう 

（生活科：３時間） 

B ①みんなに知らせる計画・準備をする。 

②発表会（九十九っ子水族館）を開く。 

・生きものさん元気でね 

 （生活科：２時間） 

D 海洋ふれあいセンター下の九十九湾にて 

①生きものを海に還す。 

11 

月 

   

12 

月 

   

１
月 

   

２
月 

   

３
月 

   

※内容 A 海に親しむ B 海を知る C 海を守る D 海を利用する 
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第 3・4 学年／自閉症・情緒障害特別支援学級の実施内容 

 

本年度から複式学級になった小学 3・4 年生／自閉症・情緒障害特別支援学級はイカ

をテーマに地域のことを調べ、ふるさとの特徴について考えることを目的とした授業を

行いました。4 年ぶりの開催となった能登小木港スマイルプロジェクト実行委員会主催

「能登小木港イカす会 2023」と海洋教育研究発表会での公開授業では、金沢大学環日

本海域環境研究センター臨海実験施設の鈴木信雄教授によるイカの解剖授業を行いま

した。次項に第 3・4 学年／自閉症・情緒障害特別支援学級の里海活動年間計画を紹介

します。 

 

 

「能登小木港イカす会 2023」でのイカの解剖授業 

 

2023 年 10 月 13 日北陸中日新聞 
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 里海活動年間計画             第３・４学年／自閉症・情緒障害特別支援学級 

月 単 元 名（時数） 
指  導  の  内  容 

内容 学  習  活  動 

４
月 

小木発信プロジェクト 

～小木のイカを PR しよう～ 

「イカについて調べよう」 

 

（２８時間） 

A,B,D ①１年間の学習で探求したいことを出し合う。 

②学習計画を立て，イカの「漁」「体」「家庭料理」について調べる見通し

をもつ。 

③イカの「漁」「体」「家庭料理」について調べ学習をする。 

④里海遠足でイカの解剖を行い、イカの体のつくりについて観察する。 

⑤イカ漁について，小木漁協へ行き話を聞く。 

⑥調べたことを Google アプリの「サイト」に蓄積していく。 

５
月 

６
月 

７
月 

９
月 

小木発信プロジェクト 

～小木のイカを PR しよう～ 

「ま～んでまい 小木のイ

カ料理」 

 

（３０時間） 

A,D ①小木の家庭で食べられている、イカの料理を調べる。 

②学習計画を立て，イカの家庭料理を発信する見通しをもつ。 

③家族や地域の人にインタビューする。 

④紹介する家庭料理を決定する。 

⑤紹介する家庭料理を調理する。 

⑥「サイト」に載せるレシピを作成する。 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

１
月 

小木発信プロジェクト 

～小木のイカを PR しよう～ 

「一年間を振り返ろう」 

 

（２０時間） 

D ①里海発表会に向けて、これまでの学びを「サイト」にまとめる。 

②里海発表会で発表する。 

③１年間の学習を振り返る。 

 ２
月 

３
月 

※内容 A 海に親しむ B 海を知る C 海を守る D 海を利用する 
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第 5 学年の実施内容 

 

 小学 5 年生は里海科で 35 時間を使い、水産加工施設の見学、小木中学校と合同での

着衣泳体験授業や海岸清掃などを実施しました。他にも、海洋教育研究発表会の公開授

業では、「流れる水の働き」について海岸侵食を事例に取り上げ、海岸と離岸堤の模型

を使って砂の量がどう変化するのか実験を行いました。次項に第 5 学里海科年間計画を

紹介します。 

 

 

水産加工施設の見学 

 

小中学校合同での海岸清掃 

 

2023 年 9 月 8 日北國新聞 
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里海科年間計画                           第５学年 

 

 

 

 

月 
単 元 名 

【教科】（時数） 

指 導 の 内 容 

領域 学習活動 評価規準 

５
月 

植物の発芽と成長 

【理科】（５時間） 

・植物の成長に関係

する条件 

・陸と海の植物の成

長の違い 

Ｂ 

 

 

①海の植物である海そうの成長につ

いて調べる。 

②陸と海の植物の成長について学ん

だことをまとめる。 

Ⅰ植物の成長について，実験などの目的に応じ

て，得られた結果を適切に記録している。 

Ⅱ日光と成長，肥料と成長との関係を得られた

結果を基に考察し，表現している。 

Ⅲ日光や肥料と成長との関係について，条件を

制御して調べ，条件による成長の違いを記録

しようとしている。 

イカす会に参加しよう 

【総合】（２時間） 

Ｂ ①地域の活性化をめあてにした「イカ

す会」に参加して，イカ釣り船の様

子やイカの生態を知る。 

Ⅲイカ釣り船のしくみやイカの生態に興味を

持って活動している。 

６
月 

イカ釣り船団見送り 

【総合】（１時間） 

Ｂ ①小木地区におけるイカ釣り船団の

様子から伝統的な産業であることを

知る。 

Ⅰイカ釣り船団の見送りを通してイカ漁に興

味を持ち，伝統的な産業であることを知ろう

している。 

水産業のさかんな地域 

【社会】（７時間） 

 

・沖合漁業の様子 

・漁港の様子 

・魚の輸送について 

・養殖業について 

 

 

Ａ 

Ｂ 

Ｄ 

①日ごろから多くの水産物を消費し

ていることを調べる。 

 水産物の水揚げについて、学習問題

をつくり、予想や計画を立てる。 

②小木の沖合漁業の様子について調

べる。 

③小木漁港やそのまわりの様子につ

いて調べる。  

 

④魚の輸送について調べるとともに、

これまで学習を振り返り、自分の考

えをまとめ、話し合う。 

 

⑤穴水町のカキがどのように育てら

れ，出荷されているかを，カキ養殖

業をされている方から話を聞く。（7

月） 

Ⅰ資料から必要な情報を読み取り，働く人の工

夫や苦労を理解している。 

Ⅰ資料から必要な情報を読み取り，佐賀市のの

りの養殖の様子や資料などから，のりを出荷

するまでの働く人の工夫や努力を理解して

いる。 

Ⅱ銚子漁港では，魚種ごとに市場が分かれてい

ること，その周辺には水産関連施設が充実し

ていることなどと，銚子漁港が水あげ量が日

本一であることを関連付けて考え，表現して

いる。 

Ⅱ水産業の仕事の工夫や努力とその土地の自

然条件や需要を関連付けて，水産業に関わる

人々の働きを考え，表現している。 

Ⅱ水産物の種類や量に着目して，問いを見いだ

している。 

Ⅲこれまでの学習を振り返り，学習問題つい

て，予想と違ったことや新たに気付いたこと

などを話し合うことにより，さらに調べるこ

とを見いだし，見通しをもって追究してい

る。 

７
月 

◎評価の観点 

Ⅰ…知識及び技能  Ⅱ…思考力・判断料・表現力等  Ⅲ…学びに向かう力・人間性等 

理科（１５時間），社会科（１５時間），総合的な学習の時間（５時間） 
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９
月 

花から実へ 

【理科】（５時間） 

・受粉と実のでき方

との関係 

Ｂ ①花のおしべの働きを考え、花粉を顕

微鏡で観察する。 

②両性花と単性花の花のつくりと結

実部分、花粉についてまとめる。 

③開花前の植物のめしべを観察する。

ヘチマの花粉は開花後に運ばれ、受

粉することをまとめる。 

④受粉富のでき方の関係を調べるた

めの方法を考える。花粉の働きを調

べる。 

 

Ⅰ植物の花のつくりについて，観察，実験など

の目的に応じて顕微鏡を正しく扱いながら

調べ，適切に記録している。 

Ⅰ花にはおしべやめしべなどがあり，花粉がめ

しべの先に付くとめしべのもとが実になり，

実の中に種子ができることを理解している。 

Ⅱ植物の花のめしべを観察して，花粉がめしべ

の先に運ばれるのはいつかを考え，表現して

いる。 

Ⅱ実ができるときの花粉の働きについての問

題に対して，予想や仮説を基に，解決の方法

を考え，表現している。 

Ⅲ植物の花のつくりについて，おしべの働きを

考えながら，花粉を顕微鏡で調べようとして

いる。 

10 

月 

流れる水のはたらき 

【理科】（５時間） 

・川の災害が海にも

たらす影響 

・川の様子 

・天気と川の関係 

・環境問題について 

Ｃ ①川の水による災害や災害に対する

備えについて，調べたり考えたりす

る。 

②九里川尻川を観察して，川や川の周

りの土地の様子について調べる。 

 （観察１時間） 

③流れる水の働きと土地の変化につ

いて，学んだことをまとめる。 

④川と海との関係を振り返る。 

※３年生時の学習をさらに深める。 

⑤天気は，わたしたちのくらしに大き

な影響を与えていることを，これま

でに学んだことをもとに振り返る。 

Ⅱ川の水による災害や災害に対する備えにつ

いて調べ，災害に備えることの重要性を考

え，表現している。 

Ⅲ実際の川を観察した結果から，流れる水の働

きについて考えようとしている。 

Ⅰ流れる水の働きと土地の変化について学ん

だことを理解している。 

Ⅲ流れる水の働きについての学習を振り返り，

表現しようとしている。 

２ 

月 

環境とわたしたちの 

くらし 

【社会】（６時間） 

・海と環境 

・地球温暖化による 

海の変化 

Ｃ ①環境を守るために，自分たちにでき

ることを考え，話し合う。 

②話し合ったことをまとめる。 

 

Ⅱ公害の発生時期や経過，人々の協力や努力に

着目して，問いを見いだしている。 

Ⅰ年表などの資料から必要な情報を読み取り，

公害に対する取組について理解している。 

Ⅰグラフや表などの資料から情報を関連付け

て読み取り，関係機関の努力により，環境が

改善されていったことを理解している。 

Ⅱ公害防止の取組と環境改善や人々の健康な

生活を関連付けて，公害防止の継続的，協力

的な取組の大切さを考え，表現している。 

Ⅲ学習したことを基に，国土の環境保全のため

に自分たちにできることなどを考えようと

する。 

校内里海発表会で伝 

えよう 

【総合】（２時間） 

Ｃ ①学習してきたことを発表する。 

※３～６年生，地域，関係機関，中学

生に向けて発表する。 

Ⅲ学習したことを相手意識を持って発表しよ

うとしている。 

Ⅰ他学年の発表を見て，海洋教育について学び

を深めている。 



 

13 

３

月 

自然災害から人々を 

守る 

【社会】（２時間） 

Ｂ ①日本が世界の中でも自然災害が起

こりやすい国である理由を考える。 

②自然災害から命や大切なものを守

るために、自分たちにはどのような

備えが必要かを考える。 

 

Ⅱ日本で発生する様々な自然災害と国土の自

然条件を関連付けて，自然災害が発生する理

由について考え，表現している。 

Ⅲ自然災害から自分たのち命を守るために、自

分たちにできることなどを考えようとして

いる。 

 

 

 

  

※領域 A 海に親しむ B 海を知る C 海を守る D 海を利用する 
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第 6 学年／知的障害特別支援学級の実施内容 

 

小学 6 年生は里海科において、小木中学校と合同での着衣泳体験授業や海岸清掃、

乗船体験、海に関する仕事の職場体験、地域の海産物を使った一食の献立「里海給食」

の調理実習などを実施しました。次項に第 6 学年里海科年間計画を紹介します。 

 

 

能登海上保安署による離岸流の授業 

 

里海給食の調理実習 

 

2023 年 7 月 26 日北國新聞 
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里海科年間計画                  第６学年／知的障害特別支援学級 

 

 

 

月 
単 元 名 

【教科】（時数） 

指 導 の 内 容 

領域 学習活動 評価規準 

５
月 

イカす会に参加しよう 

【総合】(２時間) 

Ｂ－c 

Ｂ－e 

①地域の活性化をめあてにした「イカす会」

に参加して，イカ釣り船の様子やイカの

生態を知る。 

Ⅲイカ釣り船のしくみやイカの生

態に興味を持って活動している。 

 

６
月 

クリーン大作戦 

【総合】（２時間） 

Ｃ－c ①中学生との海岸清掃に取り組む。 Ⅱ海岸清掃を通して，環境とくらし

の関係を捉え，自分の暮らしにつ

いて見つめ直している。 

イカ釣り船団見送り 

【総合】（１時間）   

Ｂ－e 

 

①小木地区におけるイカ釣り船団の様子か

ら伝統的な産業であることを知る。 

Ⅰイカ釣り船団の見送りを通して

イカ漁に興味を持ち，伝統的な産

業であることを知ろうしている。 

動物のからだのはたらき 

【理科】（５時間） 

 

・腎臓のはたらき 

・魚の血管観察 

・動物の体の働きや

臓器の名称と位置 

・体の仕組み 

Ｂ－c ①腎臓の働きを調べ，魚の血管や血液の流

れを観察する。 

②魚の体内にある臓器について，それぞれ

の名称や体内の位置を確かめる。 

③生きていくための体の仕組みについて考

え，説明する。 

（魚の解剖：金大臨海実験所にて） 

④動物の体の働きについて，学んだことを

まとめる。 

Ⅱ体の中でいらなくなったものの

ゆくえについて調べ，腎臓の働き

について，適切にまとめている。 

Ⅲ魚の血管や血液の流れを観察し

ようとしている。 

Ⅰ生きていくための体の仕組みに

ついて考え，人や魚の体の中には

様々な臓器があり，それらの臓器

が互いに関わり合いながら生命が

維持されていることを捉え，表現

している。 

Ⅲ動物の体の働きについて理解す

るための解剖に取り組んでいる。 

植物のからだのはたらき 

【理科】（３時間） 

・植物のつくりと働  

 き 

 

Ｂ－c 

 

①海の植物の成長についてふり返る。 

（５年生時に学習済） 

②海草のつくりを観察し，はたらきについ

てまとめる。 

Ⅱ陸の植物と同様に，海そうも日光

が当たるとでんぷんができること

を理解している。 

Ⅲ植物体のつくりと働きについて

の学習を振り返り，表現しようと

している。 

７
月 

生き物のくらしと環境 

【理科】（３時間） 

・生物と環境 

・生物と食べ物，空

気，水との関わり 

・食物連鎖 

Ｂ－d 

Ｃ－b 

 

①生物は他の生物や周りの環境とどのよう

に関わっているかを考える。 

②地球をめぐる生物と水との関わりについ

て考える。 

③生物と食べ物，空気，水との関わりにつ

いて，学んだことをまとめる。 

Ⅰ生物は，他の生物や周りの環境と

どのように関わっているかについ

て問題を見いだし，食べ物を通し

た生物のかかわりについて調べ，

表現している。 

Ⅱ生物は，空気や水を通して周囲の

環境と関わって生きていることを

理解している。 

Ⅲ生物と環境についての学習を振

り返り，表現しようとしている。 

◎評価の観点 

Ⅰ…知識及び技能  Ⅱ…思考力・判断力・表現力等  Ⅲ…学びに向かう力・人間性等 

理科（１５時間），家庭科（１０時間），総合的な学習の時間（１０時間） 
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９
月 

防災意識を持とう 

【総合】（３時間） 

Ｃ－b ①地震と津波の関係を振り返る。 

（５年生時に学習済） 

②中学生から防災に関する話を聞く。 

③学んだことをまとめる。 

Ⅰ津波から身を守る方法について

考え，学んだことをまとめている。 

Ⅲ津波の恐ろしさを知り，災害が起

きたとき，どのような行動をする

か理解している。 

Ⅲ話を聞いて，これからの自分の行

動を考え，活動を振り返り表現し

ようとしている。 

12 

月 

～  

１ 

月 

くふうしようおいし

い食事 

【家庭】（１０時間） 

 

・食事の計画・実践 

・栄養を考えた献立 

・消費行動 

・１食分の献立 

・地場産物 

・旬の海産物 

・地産地消 

Ａ－c 

Ｄ－b 

Ｄ－c 

①献立を立てるときは，栄養のバランスを

整えて，主食・主菜・副菜に汁物を加え

て食品を組み合わせて作ることを知る。  

②食事の計画を立てるとき，どのようなこ

とに気を付けるとよいか考える。 

※能登町の地場産物や旬の海産物について

調べる。 

③いろいろな食品を使ってご飯とみそ汁を

中心とした１食分の献立を考える。 

※栄養教諭と TT。 

④必要な材料・分量，用具，手順を調べて

調理計画を立てる。 

⑤買物の仕方について考え，材料の準備を

する。 

 

⑥家族が喜ぶおかず作りの調理実習を行

う。（調理実習２時間） 

※１食分の献立を作る。 

 海産物を扱う際は，地域の方を招き調理

法を教えていただくことも可能。 

 

 

⑦調理実習のふり返りをする。 

 

 

⑧みんなで楽しく食事をするために工夫で

きることについて考える。 

 

Ⅱ献立を構成する要素及び食品の

栄養的特徴が分かり，料理や食品

を組み合わせて献立を作る必要が

あることを理解している。 

Ⅲ栄養バランスを考えた食事につ

いて，課題解決に向けて主体的に

取り組もうとしている。 

Ⅰいろいろな食品を組み合わせ，１

食分の献立について考え，工夫し

ている。 

Ⅱ調理に必要な材料の分量や手順

が分かり，調理計画について理解

している。 

Ⅰ環境や用途に応じた買物の仕方

について考え，工夫している。 

Ⅲ環境に配慮した調理の仕方につ

いて，工夫し実践しようとしてい

る。 

Ⅱ材料や目的にあった調理の仕方，

盛り付け，配膳および後片付けに

ついて理解しているとともに，適

切にできる。 

Ⅰ栄養を考えた食事について，実践

を評価したり，改善したりしてい

る。 

Ⅰ栄養を考えた食事についての課

題解決に向けた一連の活動につい

て，考えたことを分かりやすく表

現している。 

２
月 

校内里海発表会で伝 

えよう 

【総合】（２時間） 

Ａ－c ①学習してきたことを発表する。 

※３～６年生，地域，関係機関，中学生に

向けて発表する。 

Ⅲ学習したことを相手意識を持っ

て発表しようとしている。 

Ⅰ他学年の発表を見て，海洋教育に

ついて学びを深めている。 
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２
月
～
３
月 

地球に生きる 

【理科】（４時間） 

 

・人と環境 

・くらしが環境に及

ぼす影響 

・地球温暖化 

・エルニーニョ現象 

・SDGs 

（持続可能な開発目標） 

Ｃ－b 

Ｃ－c 

Ｄ－d 

 

①人と環境との関わりについて考える。 

②人は空気や水などの環境とどのように関

わり，その結果，どのような影響を及ぼ

しているかを調べ，まとめる。 

③人が地球で暮らし続けるために，自分た

ちでできることを考え，発表し合う。 

④資料を読んで，SDGs について知り，持続

可能な開発目標の中で，その目標を達成

するために自分でできることを考え，人

と環境との関わりについてまとめる。 

Ⅰ地球や生物の写真を見たり，既習

の内容を振り返ったりしながら，

進んで地球と私たちの暮らしとの

関わりについて考え，問題を見い

だし，表現している。 

Ⅱ人は，空気や水，他の生物とどの

ように関わり，その結果，どのよ

うな影響を及ぼしているかについ

て資料などを選択して調べ，適切

に記録している。 

Ⅲ人の生活と環境との関わりにつ

いて見いだした問題について，他

者と関わりながら粘り強く調べ，

まとめようとしている。 

Ⅰ人が地球で暮らし続けるために，

自分たちにできることを，既習を

生かして考え，表現している。 

Ⅲ人の生活と環境との関わりにつ

いての学習を振り返り，表現して

いる。 

※領域 A 海に親しむ B 海を知る C 海を守る D 海を利用する 
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1－2 石川県能登町の小中学校への海洋教育支援 

 

能登里海教育研究所では、海洋教育特例校である小木小学校を中心に、主に石川県

能登町において海洋教育実践の支援を継続して行っています。他校・他地域でも普及可

能なモデル化を目標に海洋教育プログラムを作成してきました。海洋教育特例校である

小木小学校での授業実践をモデルに、能登町内各小中学校で海洋教育カリキュラムを継

続的に実施するため、実践支援と教員へのフォローアップを行いました。海の観察ガイ

ドブックの提供を行い、合わせて新規プログラムの検討を行いました。本年度は鵜川小

学校でイカの観察から動物の分類と多様性を学ぶ新規プログラムを実施しました。鵜川

小学校と柳田小学校では、海岸部の学校と山間部の学校で海のプランクトンを観察し伝

え合う交流学習プログラムを立案し指導しました。また昨年度に引き続き、松波中学校

ではふりかけづくりプログラム、能都中学校ではイカ解剖観察プログラムを実施しまし

た。 

 

  

鵜川小学校 4 年生と柳田小学校 4 年生の交流学習プログラム 
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令和５年度 石川県能登町の小中学校教育における海洋教育支援一覧 

（石川県能登町立小木小学校の海洋教育支援をのぞく） 

学校名 日付 主催・担当組織 学習内容 

宇出津小学校 4 年

生 

2023 年 6 月 6 日 学校・能登里海教育研

究所 

総合・海が「きれい」

な状態について考える 

松波中学校 3 年生 2023 年 6 月 28 日 学校・能登里海教育研

究所・ゲストティーチ

ャー：瀬川しのぶ氏 

総合・海藻ふりかけ開

発 

松波中学校 3 年生 2023 年 7 月 10 日 学校・能登里海教育研

究所・ゲストティーチ

ャー：瀬川しのぶ氏 

総合・海藻ふりかけ開

発 

小木中学校 2 年生

（小木小学校 5, 6

年生との合同） 

2023 年 8 月 1 日 学校・能登海上保安

署・能登里海教育研究

所 

海の安全教室（着衣泳

体験） 

宇出津小学校全

学年 

2023 年 9 月 1 日 学校・能登里海教育研

究所（顕微鏡貸与） 

校庭の池のプランクト

ン観察（PTA 行事） 

鵜川小学校 4 年生 2023 年 9 月 5 日 学校・のと海洋ふれあ

いセンター・能登里海

教育研究所 

磯の動物観察・採集 

小木中学校 1 年生

（小木小学校 5, 6

年生との合同） 

2023 年 9 月 7 日 学校・能登海上保安

署・能登里海教育研究

所 

海岸清掃・クリーン大

作戦 

小木中学校 1 年生 2023 年 9 月 13 日 学校・ゲストティーチ

ャー： 大島幸代氏（日

本海潜水サービス）、

東出幸真氏、（のと海

洋ふれあいセンタ

ー）・能登里海教育研

究所 

スノーケリング体験授

業 

小木中学校 1 年生

（小木小学校 5, 6

年生・合同） 

2023 年 9 月 15 日 学校・能登海上保安

署・能登里海教育研究

所 

海岸清掃の事後学習 

宇出津小学校 4 年

生 

2023 年 9 月 22 日 学校・能登里海教育研

究所 

海洋環境学習・海洋汚

染とプラスチックごみ
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問題 

鵜川小学校 4 年生 2023 年 9 月 22 日 学校・能登里海教育研

究所 

海洋動物多様性・イカ

の観察 

鵜川小学校 4 年生 2023 年 9 月 25 日 学校・能登里海教育研

究所 

鵜川っこ発表会、リハ

ーサル 

宇出津小学校 5 年

生 

2023 年 9 月 26 日 学校・能登里海教育研

究所 

海釣りと磯の生物観察

体験 

松波中学校 3 年生 2023 年 9 月 27 日 学校・能登里海教育研

究所 

オリジナルふりかけづ

くり 

鵜川小学校 4 年生 2023 年 10 月 2 日 学校・能登里海教育研

究所 

磯の動物観察・お別れ

会 

松波小学校 4 年生 2023 年 10 月 2 日 学校・能登里海教育研

究所・能登海上保安署 

海岸清掃授業 

宇出津小学校 4 年

生 

2023 年 10 月 3 日 学校・能登里海教育研

究所 

海岸清掃授業 

柳田小学校 4 年生 2023年 10月 17日 学校・ゲストティーチ

ャー：野村進也氏能登

里海教育研究所・ 

川の生き物観察 

柳田小学校 6 年生 2023 年 11 月 6 日 学校・ゲストティーチ

ャー：山口水産（山口

翔太氏）・能登里海教

育研究所 

海と山のつながり・カ

キ養殖 

宇出津小学校 5 年

生 

2023 年 11月 10 日 学校・能登里海教育研

究所 

道徳・海洋ゴミ問題授

業 

松波小学校 5, 6 年 2023 年 11月 21 日 学校・ゲストティーチ

ャー：浅井園子氏（和

平商店）・能登里海教

育研究所 

イカの一夜干し製造体

験授業 

柳田小学校 4 年生

/鵜川小学校 4 年

生・合同 

2023 年 11月 22 日 学校・能登里海教育研

究所 

交流特別授業・プラン

クトン観察体験 

能都中学校 2 年生 2023 年 11月 28 日 学校・ゲストティーチ

ャー：鈴木信雄教授

（金沢大学臨海実験

施設）・能登里海教育

研究所 

イカ解剖観察授業 
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鵜川小学校 4 年生の磯の動物観察採集 

 

宇出津小学校 4 年生の海岸清掃授業 

 

柳田小学校 4 年生の川の生き物観察 

 

宇出津小学校 5 年生の海釣り体験 

 

小木中学校 1 年生のスノーケリング体験 

 

松波中学校 3 年生の 

オリジナルふりかけづくり 

 

松波小学校 6 年生 2023年 12月 19日 学校・能登里海教育研

究所 

プランクトン観察授業 

松波小学校 1, 2, 3

年生 

2024 年 2 月 6 日 学校・石川県水産総合

センター・うみとさか

なの科学館・能登里海

教育研究所 

海藻しおり 
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2023 年 11 月 29 日北國新聞 
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1－3 授業計画カードを用いた授業展開 

 

 平成 28 年度から活用を推進している「授業計画カード」は、本年度も引き続き海

洋教育支援を行うすべての学校で活用しました。「授業計画カード」は、学校教員と

外部指導者の意思疎通を十分にはかることを目的にしています。外部講師に依頼する

際、担任など学校教員がまず希望する計画案を記入し、それを外部指導者に示し、共

同で指導内容を決定するプロセスを促進するものです。授業計画カードを実際の授業

作成に活用するだけではなく、各学校の各授業についてどのような準備、外部講師、

器材等が必要であったか記録することにより、基本情報（データベース）を作成して

います。本年度は昨年度に引き続き、Web プラットフォーム「海の授業ちえぶくろ」

に授業実践例のデータベースを蓄積し公開しました。 

 

 

▲今年度授業で作成した授業計画カード 小木小学校 2年生 生活科 
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1－4 学会・研究会発表 

 

・ 2023 年 3 月に松本研究員らが下記の論文を発表しました。 

MATSUMOTO Kyoko, RITPHRING Sompratana, KISHIOKA Tomoya, 

KINOSHITA Yasuko, URATA Makoto, YACHIGUCHI Koji, SUZUKI Nobuo and 

HAYAKAWA Kazuichi (2023) Exploratory Research on Promoting Learning among 

Local Residents through Coastal Conservation Activities using Citizen Science, 

Research Bulletin, Organization of Global Affairs Kanazawa University. Vol. 5, pp. 

25-36. http://doi.org/10.24517/00069310 

・ 2023 年 5 月 10 日に鈴木信雄教授らが下記の論文を発表し、新聞記事に取り上げら

れました（次項参照）。 

Kaito Hatano, Masa‑Aki Yoshida, Jun Hirayama, Yoichiro Kitani, Atsuhiko 

Hattori, Shouzo Ogiso, Yukina Watabe, Toshio Sekiguchi, Yoshiaki Tabuchi, 

Makoto Urata, Kyoko Matsumoto, Akihiro Sakatoku, Ajai K. Srivastav, Kenji

Toyota, Hajime Matsubara & Nobuo Suzuki (2023) Deep ocean water alters 

 the cholesterol and mineral metabolism of squid Todarodes pacificus and su

ppresses its weight loss. Sci Rep 13, 7591, pp. 1-11. https://doi.org/10.1038/s4

1598-023-34443-x 

・ 2023 年 12 月 2 日に日本動物学会中部支部大会（三重大学）にて浦田研究員が「野

外から採取したマイクロプラスチック片の赤外スペクトル分析」のタイトルで共同

発表を行いました（発表者：深江文（金沢大・附属中）、浦田慎（能登里海教育研究

所）、松原道男（金沢大・人間社会）、本田匡人（金沢大・環日セ）、鈴木信雄（金沢

大・環日セ））。（詳細は 3-2. 金沢大学ジュニアドクター育成塾にも記載） 

・ 2023年 12月 16日に能登の里山里海学会 2023にて研究発表及びワークショップを

行いました。松本研究員と谷内口事務局長がそれぞれポスター発表を行い、浦田研

究員がセガワレシピと共同でワークショップを行いました（ワークショップについ

ては 3-3. その他の海洋教育支援活動にも記載）。 

・ 2024 年 2 月 11 日に開催された日本海洋教育学会第 1 回大会「海洋教育推進のため

に！」 で浦田研究員らが「能登半島地震災害を乗り越えるために…地域のつながり

を支える海洋教育「能登モデル」の成果とこれからの展望」について研究発表を行

いました。 
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日本海洋教育学会の様子 

 

2023 年 5 月 19 日読売新聞 

 

 

2023 年 5 月 19 日北國新聞 
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1－5 教材の作成・提供 

 

里海学習キット「つくってみよう！海そうふりかけ」の教育現場への提供 

2020 年度に能登町立松波中学校と奥能登の地元企業との連携のもとで開発した、海

藻やエビなど水産資源を学びながら自分で素材を調合し、好みの味のふりかけを作る学

習キット「つくってみよう！海そうふりかけキット」について、本学習プログラムを再

構築し、オリジナルふりかけ試作体験と商品化の実践支援を松波中学校 3 年生を対象に

行い、北國新聞で報道されました。 

 

  

海藻ふりかけの試作の授業 商品開発・販売された海藻ふりかけ 

 

2023 年 10 月 5 日北國新聞 

 

 

イカ教材の教育現場への提供 

スルメイカの観察やイカ墨を使った書道大会に使用するため、教材として石川県能登

町小木の船凍イカや能登里海教育研究所で発行している「いかの本」を問合せいただい

た教育機関をはじめとする団体に提供しました。 
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令和５年度 教育現場へのイカの教材の提供一覧 

 

 

大妻女子大学の生物基礎実験 

 

書と生き物愛好会のイカ墨書道大会 

 

神戸海星女子学院のイカの解剖観察 

 

滋賀県立草津養護学校のイカの解剖観察 

 

 

 

 

 

 

提供先 日付 学習内容 

大妻女子大学 2023 年 6 月 23 日 生物基礎実験（イカの解剖） 

書と生き物愛好会 2023 年 8 月 26 日 イカ墨書道大会 

神戸海星女子学院中学校 2023 年 9 月 19, 21, 

22, 26 日 

イカの解剖観察 

国民文化祭 2023 年 10 月 14 日 プレミアムガイドツアー「アナ旅」

（イカのほん提供） 

神戸海星女子学院高等学校 2023 年 11 月 18 日 イカの解剖観察 

滋賀県立草津養護学校 2023 年 12 月 8 日 イカの解剖観察・調理実習 
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2023 年 8 月 28 日東愛知新聞 

 

 

2023 年 9 月 21 日讀賣新聞オンライン 

 

 

地域の伝統レシピ本の作成・配布 

石川県能登町にある三波公民館、金沢大学能登里山里海 SDGs マイスタープログラム

と連携してローカルレシピガイド「つくってみさしたべてみさし・波並のおばちゃんた

ちのごっつお」を作成し、波並地区全世帯に配布し、町内の各公民館長にも提供しまし
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た。他にも、石川県能登町にある小木公民館と共同で「つくってみさしたべてみさし・

能登の港町小木の宮下おばちゃんのおすすめの料理」を作成し、小木地区住民に配布し

ました。 

 

 

 

 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 教員養成課程への海洋教育の普及  
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2－1 大学における海洋教育の授業 

 

 学校教育課程での海洋教育活動の実践を支援し、普及を促すために、明星大学の教員

養成課程の学生などなど将来の教員となる可能性のある学生に授業を行いました。また

金沢大学での教員養成課程の授業について、2024 年 1 月 15 日実施予定でしたが、2024

年 1 月 1 日に発生した能登半島地震（令和 6 年能登半島地震）による影響のため延期

しました。 

 

大学名・対象学部 日付 担当 講義内容 

金沢大学等 2023 年 5 月 20～

21 日 

鈴木信雄・ 

谷内口孝治 

シティカレッジ・海洋生化学演

習、海藻のクロマトグラフィー、

食品科学講座 

金沢大学 2023 年 6 月 5～6

日 

鈴木信雄・ 

谷内口孝治 

シティカレッジ・海洋生化学演

習、海藻のクロマトグラフィー、

食品科学講座 

金沢大学 2023年 6月 26日 浦田慎 地域概論（日本の海洋動物の多

様性） 

明星大学理工学部 2023年 6月 28日 浦田慎 理科教育法 3（イカの解剖） 

金沢大学 2023 年 7 月 2 日 鈴木信雄 未来デザインプラクティス（能

登） 

金沢大学能登学舎 2023年 7月 15日 浦田慎・ 

松本京子 

マイスター講義 

金沢大学 2023 年 7 月 15～

17 日 

浦田慎 海洋生物学実習 

富山国際大学 2023年 7月 21日 鈴木信雄 イカの解剖観察 

金沢大学 2023 年 8 月 21 

～ 23 日 

鈴木信雄 全国臨海臨湖実験所所長会議主

催の公開臨海実習、アカテガニ

の保全 

金沢大学 2023 年 8 月 23～

25 日 

鈴木信雄 臨海実習・イカの解剖観察 

金沢大学 2023年 8月 28日

～9 月 2 日 

鈴木信雄 全国臨海臨湖実験所所長会議主

催の公開臨海実習 

金沢大学 2023年 8月 28日 

～9 月 2 日 

 

鈴木信雄 第 2 回公開臨海実習 

(埼玉大学、琉球大学、千葉大学、

東京大学、福井大学、岡山大学、
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室蘭工業大学、青山学院大学よ

り参加) 

金沢大学 2023 年 9 月 11～

13 日 

鈴木信雄 大学コンソーシアム石川（海の

動物の探索演習） 

石川県立大学 2023年 9月 20日 鈴木信雄 里山里海フィールド実習・能登

島 

金沢大学生命理工

学類 

2023 年 9 月 26～

28 日 

浦田慎 生物学実習６ 

明星大学 2023年 11月 8日 鈴木信雄 環境教育論(教育学部)イカの解

剖観察 

明星大学 2023年 11月 8日 浦田慎 理科教育法 2（理工学部）イカ

の解剖観察 

立命館大学 APU 2023年 12月 9日 浦田慎 SCoT Webinar Vol.54 能登の発

酵食文化〜生業・学び・地域活

性化 

 

 
金沢大学能登学舎の社会人向け講義 

 

2023 年 5 月 23 北國新聞 
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2－2 教職員に対する海洋教育支援活動 

 

昨年度に引き続き、スルメイカの観察プログラムを中心に県外展開を促進し、教員向

け研修を実施しました。これまでの西東京市立柳沢中学校等に加えて、新たに神奈川県

の桐蔭学園、東京都の八王子市立恩名中学校、八王子市立横山中学校、東大和市立第三

中学校に教職員向けのオンライン研修会を行いました。これらと関連し、明星大学でイ

ンタープリター養成の事前研修会を実施しました。神奈川県相模女子大学高等部からは

本年度もスルメイカの解剖教材（昨年度提供）を活用したとの報告がありました。 

県内については、珠洲市理科教員研修会と輪島市理科教員研修会で講師として指導

し、能登 SDGs 研修会（珠洲市）で助言者として協力しました。また能登里海教育研究

所主催での教員研修会を小木小学校で実施しました（4-3. 里海公開セミナーに詳細を

記載）。 

  

学校名 日付 内容 

能登町立小木小学校 2023 年 6 月 9 日 里海公開セミナー 

桐蔭学園中等部 2023 年 6 月 12 日 イカの解剖観察研修会 

輪島市立各学校 2023 年 8 月 21 日 理科教員研修会・磯の生物観察 

珠洲市立各学校 2023 年 8 月 23 日 珠洲市 SDGs 研修会 

八王子市立恩方中学

校 

2023 年 8 月 28 日 教員研修・イカの解剖観察 

西東京市立柳沢中学

校 

2023 年 8 月 29 日 教員研修・イカの解剖観察 

能登町立小木小学校 2023 年 10 月 6 日 イカの解剖・研修会 

珠洲市小中学校 2023年 10月 18日 理科教員研修会・宝立山の植生や山城に伝

わる伝承について現地解説 

八王子市立横山中学

校 

2023 年 12 月 22

日 

教員研修会「海洋環境講座とイカの観察指

導」 

東大和市立第三中学

校 

2023 年 12 月 23

日 

教員研修会「海洋環境講座とイカの観察指

導」 

八王子市立横山中学

校 

2024 年 2 月 1 日 イカの解剖観察 
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桐蔭学園中等教育学校でのスルメイカを使ってのオンライン教員研修会 
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2－3 依頼講演・セミナー 

 

・ 4 月 21 日に笹川平和財団海洋政策研究所の海洋教育研究会サンセットトーク第 8

夜にて「イカ体験でつながる海の学び・里海研のオーダーメイド型授業支援」のタ

イトルで浦田研究員が講演しました。 

・ 6 月 18 日に金沢大学環日本海域環境研究センター主催、東京大学大気海洋研究所、

石川県、能登里海教育研究所共催の市民講演会「海の豊かさとは何か？－石川県七

尾湾のレジリアンスと持続可能性－」を石川県政記念しいのき迎賓館で開催・講演

しました。 

・ 7 月 26 日に松本研究員が第 37 回地域と人を耕す会―能登半島活性研究ネットワー

ク―（金沢大学能登学舎開催）にて、「奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島」

世界自然遺産地域における自然保護と利用の取り組みとその課題について発表しま

した。 

・ 9 月 3 日、石川県立図書館の特別展「鉄道タイムトラベル」関連企画として浦田研

究員が講演を行いました。 

・ 10 月 1 日にのと海洋ふれあいセンター主催の「豊かな海 in 九十九湾」が開催され、

浦田研究員が海のプランクトンと環境問題について講演しました。 

 

 

のと海洋ふれあいセンター主催「豊かな海 in 九十九湾」の様子 
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3 能登モデルによる海洋教育の普及  
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3－1 石川県内外の学校における海洋教育 

 

 本事業第 1 期（平成 27～29 年）、第 2 期（平成 30 年～令和 2 年）、第 3 期（令和 3

年～現在に至る）を通じて石川県能登町で確立した海洋教育プログラムを活用し、石川

県金沢市、七尾市、珠洲市、県外では千葉県、長野県、富山県、兵庫県、東京都などの

学校を対象に海洋教育の実践及び実践支援活動を行いました。 

昨年度の引き続き、長野県松本県ヶ丘高等学校（海洋教育パイオニアスクール）の能

登実習を実施し、石川県立七尾高等学校を会場に同校と合同研究発表会を実施しました。

本年度は新たに私立啓明学園の海洋教育支援を金沢大学臨海実験施設と連携して実施

しました。令和 6 年能登半島地震による影響により能登の親元を離れて金沢市内に 2

次避難中の輪島高校 2 年生を対象にコーディネート支援を行い、石川県スーパーサイエ

ンスハイスクール（SSH）生徒研究発表会・いしかわニュースーパーハイスクール（NSH）

課題研究発表会に参加し、高校生による研究と議論をリアルに体感しました。 

また七尾特別支援学校珠洲分校にこれまでの授業支援への評価と今後の新規展開の

可能性について教員と共に検討しました。同校高等部作業学習（農工ビジネス班）が、

地元の資源である珪藻土や火成岩を釉薬として活用した陶芸製品（イカの箸置きなど）

を制作活動したことが認められ、石川エコデザイン 2023 にて教育・社会活動領域「フ

ューチャー賞」を取得しました。 
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令和５年度 学校教育における海洋教育支援一覧 

（能登町の小中学校をのぞく地域） 

学校名 日付 主催・担当組織 学習内容 

金沢市立西南部

小学校 

2023 年 6 月 5 日 学校・ゲストティーチ

ャー：大島幸代氏（日

本海潜水サービス）・

能登里海教育研究所 

総合・海洋プラスチック

問題学習 

館山市立西岬小

学校 

2023年 6月 23日 学校・能登里海教育研

究所 

総合・海の探検隊 

七尾高校 2023 年 7 月 11～

13 日 

学校・金沢大学臨海実

験施設・能登里海教育

研究所 

マリンサイエンス・野外

観察、ウニの受精、研究

発表会 

松本県ヶ丘高校 2023年 7月 19日 学校・金沢大学臨海実

験施設・能登里海教育

研究所 

海洋生物の多様性学習 

金沢二水高校 2023 年 7 月 24～

26 日 

学校・金沢大学臨海実

験施設・能登里海教育

研究所 

ウニの受精、発表会、野

外観察 

松本県ヶ丘高校 2023 年 7 月 26～

27 日 

学校・金沢大学臨海実

験施設・能登里海教育

研究所 

野外観察、ウニの受精 

松本県ヶ丘高

校・七尾高校 

2023年 7月 28日 学校・金沢大学臨海実

験施設・能登里海教育

研究所 

七尾高校との合同研究発

表会 

砺波高校 2023年 7月 31日

～8 月 2 日 

学校・金沢大学臨海実

験施設・能登里海教育

研究所 

野外観察、課題研究、研

究発表会 

啓明学院高等学

校 

2023 年 8 月 3 日 学校・金沢大学臨海実

験施設・能登里海教育

研究所 

夜の海中観察（プランク

トン観察） 

八王子市立恩方

中学校 

2023 年 9 月 7 日 学校・能登里海教育研

究所 

イカの解剖観察 

七尾特別支援学

校珠洲分校 

2023 年 10 月 22

日 

学校・能登里海教育研

究所 

「暮らしとごみ」奥能登

クリーンセンター見学 

七尾特別支援学 2023 年 10 月 26 学校・能登里海教育研 「暮らしとごみ」海岸の
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校珠洲分校 日 究所 ごみ見学 

西東京市立柳沢

中学校 

2023 年 10 月 31

日 

学校・能登里海教育研

究所・明星大学 

イカの解剖観察授業 

館山市立西岬小

学校 

2023年 12月 7日 学校・能登里海教育研

究所 

総合特別授業「海の探検

隊」 

八王子市立横山

中学校 

2023 年 12 月 22

日 

学校・能登里海教育研

究所・明星大学 

イカの解剖観察・研修会 

東大和市立第三

中学校 

2023 年 12 月 23

日 

学校・能登里海教育研

究所・明星大学 

イカの解剖観察・研修会 

輪島高校・七尾

高校 

2024年 1月 22日 能登里海教育研究所 2 次避難生徒・イカの解

剖観察 

輪島高校 2024年 1月 23日 学校・能登里海教育研

究所 

2 次避難生徒・石川県ス

ーパーサイエンスハイス

クール（SHH）生徒研究

発表会・いしかわニュー

スーパーハイスクール

（NSH）課題研究発表会

参加 

八王子市立横山

中学校 

2024 年 2 月 5 日 学校・能登里海教育研

究所・明星大学 

イカの生活と海の環境 

東大和市立第三

中学校 

2024 年 3 月 2 日 学校・能登里海教育研

究所・明星大学 

イカの生活と海の環境 

 

 

啓明学院高等学校のプランクトン観察 
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八王子市立横山中学校のイカの生態の授業 

 

2 次避難中の輪島高校生が参加した課題研究発表会 
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2023 年 6 月 25 日房日新聞 

 

 

2023 年 7 月 29 日北陸中日新聞 
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（出典：石川県生活環境部カーボンニュートラル推進課「第 13 回いしかわエコデザイ

ン賞 2023 受賞作品」https://www.pref.ishikawa.jp/ontai/ecodesign/index.html）  
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3－2 金沢大学ジュニアドクター育成塾 

 

 金沢大学教育学域の教員養成課程の学生とともに実施する金沢大学ジュニアドクタ

ープログラムについては、海洋プラスチック問題についての継続研究を支援し、石川県

工業試験場での解析を実施しました。また日本動物学会中部支部大会（三重大学）にて

「野外から採取したマイクロプラスチック片の赤外スペクトル分析」のタイトルで共同

発表を行いました（発表者：深江文（金沢大・附属中）、浦田慎（能登里海教育研究所）、

松原道男（金沢大・人間社会）、本田匡人（金沢大・環日セ）、鈴木信雄（金沢大・環日

セ）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学会発表内容の一部 

 

 

                      

日付 学習内容 

2023 年 4 月 3 日 マイクロプラスチック実験 

2023 年 8 月 14 日 石川県工業試験場での分析 

2023 年 12 月 2 日 日本動物学会中部支部大会で発表 
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3－3 その他の海洋教育支援活動 

 

学校以外で行った海洋教育関連の支援活動と、令和 6 年能登半島地震における災害緊

急支援活動について報告します。 

 

学校以外で行った海洋教育関連の支援活動 

・ 7 月 18 日に WWF ジャパン主催の意見交換会「イカ類の持続可能な生産と消費を考

える」開催され、浦田研究員が出席し意見を述べました。 

 

2023 年 7 月 19 日北陸中日新聞    2023 年 7 月 19 日北陸中日新聞 

     

 

・ 新たに輪島市教育委員会と連携して、8 月 10, 11 日に募集型の海洋体験学習プログ

ラムを実施しました。輪島市曽々木海岸で、初めて現地観察とタッチプール設営を

組み合わせたプログラムを計画して実施しました。 

 

2023 年 8 月 12 日北陸中日新聞 
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・ 令和 5 年度金沢市中学校サイエンスクラブ主催の県内研修「フロンティアサイエン

スツアー」中学校サイエンスクラブ 20 周年記念特別プログラムを 8 月 17 日に開催

しました。 

・ 新規海洋教育プログラム「うみのおほしさまとあそぼう」を 9 月 6 日に石川県七尾

市、光の子保育園で実施しました。 

・ 9 月 30 日に石川県主催 SDGs エコキャンプでの海洋プラスチック問題に関する講義

を実施しました。 

・ 10月 10日にのと海洋ふれあいセンターで実施された JICA研修にて里海のサステナ

ビリティ講義をメキシコ、パプアニューギニア、セントルシア、エクアドルからの

研修生を対象に行いました。 

・ 10 月 22 日に第 38 回国民文化祭関連企画「能登発酵文化祭」に協力し、ワークショ

ップ開催を支援しました。 

 

2023 年 10 月 24 日北國新聞 

 

 

・ 11月 12日に一般社会向けとしては初の出張講座を大阪府箕面市で開催しました（次

項チラシ参照）。 
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・ 12 月 16 日に金沢大学能登学舎で実施された能登の里山里海学会にて地域食文化と

イカの持続的利用に関するワークショップを開催しました。 
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輪島市教育委員会の里山里海体験学習 

 

フロンティアサイエンスツアーの 

海洋生物の多様性学習 

 

光の子保育園の 

ウニの解剖と棘皮動物の観察 

 

 JICA の里海のサステナビリティ講義 

 

能登町の発酵文化祭ワークショップ 

 

能登の里山里海学会の地域食文化 

 

地震災害緊急支援活動 

・ 令和 6 年能登半島地震への災害緊急支援活動として、「みんなの勉強部屋・金沢橋

場町」での教育支援活度を実施しました。「みんなの勉強部屋・金沢橋場町」は、

NPO 法人ガクソー（石川県珠洲市）が震災後に珠洲や金沢市に複数の子どもの居場

所をつくるなどしてきた認定 NPO 法人カタリバ（東京都）とホテル運営会社リビタ

（同）の運営協力を受け、奥能登から同市に 2 次避難する中高生の居場所（学習支
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援と心のケア活動の場）として開設したものです。浦田研究員が 2 月末まで週に 2

回のペースで駐在しました。 

・ 福島県の NPO 法人 makana の支援によるタッチレス水栓ポンプの学校等への提供を

行いました。断水による手洗い場の不便を解消し、衛生環境の向上により被災地で

の感染症の拡大防止を図ることを目的としています。小木小学校と能登高校内に設

置し、順次設置箇所を増やしていく方針です。 

 

 

小木小学校に仮設したタッチレス水栓ポンプ 
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3－4 活動の公開と利用促進 

 

（1）Web サイトによる広報活動 

 能登里海教育研究所が取り組む海洋教育促進事業の内容を広く紹介するため、研究

所の Web サイトを更新し公開しています。また活動について、常に新しい情報を発信

するために、Facebook ページと Instagram を活用し発信しています。現在、Facebook

ページのフォロワーは地域の方や海洋教育に関わる方をはじめとする約830名となり

ました。海洋教育プログラムの支援・協力に及ぶ交流が生まれています。Web 上では

既刊ガイドブックなどこれまで作成した教材の PDF ダウンロードサービスも行って

います。 

 

▼能登里海教育研究所 Web サイト 

  https://notosatoumi.com 

 

▼能登里海教育研究所 Facebook ページ 

  https://www.facebook.com/notosatoumikyouiku 

 

▼能登里海教育研究所 Instagram ページ 

  https://www.instagram.com/notosatoumi/ 

 

（2）新聞・広報による情報提供 

 能登里海教育研究所では、次頁以降に示す通り、2018 年 2 月より能登町広報（毎

月発行）に連載記事を書いています。研究所の活動紹介を通じて海洋教育の普及促進

となることを目的としています。また学校授業における海洋教育支援や企画したイベ

ント等は、新聞記事に取り上げられています。なお広報のと 2 月号は令和 6 年能登半

島地震による影響のため欠号となりました。 
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4 海洋教育に関する情報の共有と発信  
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4－1 第 6 回いしかわ海洋教育フォーラム 

 

 2024 年 2 月 17 日にイベント「今こそ注目！能登町の海洋教育〜博報賞受賞・里海科

の十年～」（仮題）のオンライン開催に向けた調整を進めていましたが、令和 6 年能登

半島地震による影響のため、開催を 3 月 2 日に延期し、急きょ内容を変更し「第 6 回

いしかわ海洋教育フォーラム 震災を乗り越えるために〜海洋教育先進地能登町・現場

からの報告～」をオンライン開催しました。能登里海教育研究所主催、金沢大学環日本

海域環境研究センター共催、石川県教育委員会、金沢市教育委員会の後援で実施し、全

国から約 70 名の参加がありました。 

 前半では、能登町立小木小学校の加藤政昭先生から、能登半島地震災害への小木小学

校の対応について、能登里海教育研究所の浦田慎主幹研究員と能丸恵理子研究員からは

被災児童生徒への緊急支援事業について、日本財団の古谷悠真氏からは RORO 船によ

る海からの復旧支援について、そして金沢大学環日本海域研究センターの鈴木信雄教授

（能登里海教育研究所理事）からは教育拠点としての金沢大学臨海実験施設の現状と今

後についてご発表いただきました。後半のプログラムでは、「能登半島地震の海洋教育

への影響とその対策」をテーマにパネルディスカッションを実施しました。参加者によ

るアンケート結果を後掲します。 

 

▼パネルディスカッション 

 

 

2024 年 3 月 1 日北陸中日新聞 
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▼全体プログラム         司会進行：松本京子（能登里海教育研究所 研究員） 

14:00 

 

開会挨拶                       

  早川和一（金沢大学 名誉教授・能登里海教育研究所 代表理事） 

14:10 講演  

 加藤政昭（能登町立小木小学校 校長） 

「能登半島地震災害への小木小学校の対応について」 

 浦田慎・能丸恵理子（能登里海教育研究所 研究員） 

「被災児童生徒への緊急支援事業について」 

 古谷悠真（日本財団） 

「RORO 船による海からの復旧支援」 

 鈴木信雄（金沢大学環日本海域研究センター 教授） 

「教育拠点としての金沢大学臨海実験施設の現状と今後について」 

15:35 

 

15:00 

総合討論「能登半島地震の海洋教育への影響とその対策」 

 

16:20 閉会挨拶                       

  鈴木信雄（金沢大学環日本海域研究センター 教授・能登里海教育研究所

理事） 
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2023 年度 第 6 回いしかわ海洋教育フォーラム 参加者アンケート結果 
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（回答理由） 

・開催時期により参加を検討するということで、まあ、とさせていただきました。 

・震災後の教育機関の取り組みを知りたい。 

・震災の状況が現場から話でわかった 

・自らの業務につながる学びや、気づきが得られました。 

・教育に関することもそうでないことも、幅広く聞けたから 

・日頃は報道等でしか情報が入ってこない。また、時期が過ぎるとその情報もなくなり、

実際に時間が過ぎた後の現場でどんな出来事があり、どんな取り組みが行われ、何が必要

なのかを聞くこともできない。継続してこういった場があればいい。ただ、発表される方々

も被災された方であり、生活・仕事が優先されるべきであり、そういった配慮が必要であ

ると考えている。 

・小木での教育活動について理解できたから 

・県庁で防災事務を担当しています。この度は大変貴重なお話をお聞かせいただきありが

とうございました。震災直後から自分事として捉え「できること」を模索しているところ

です。県内の NPO 法人が能登町で支援を行っており、特に能登町の状況について関心を

寄せております。なかなか現地の方の話を聴く機会はありませんでしたので、能登町の
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方々が海とともに育ってきたことが非常によくわかりました。直面されている様々な課題

について、能登海洋教育コンソーシアムのように、日頃より本県での関係者とネットワー

クをつくり対策を検討してまいります。 

・現場で教育に取り組まれている先生方の話が非常に参考になるため 

・発災直後から現在までの学校や子どもたちの様子、そして発災前から大学・研究所・学

校・地域の方々が密に連携して海洋教育を進めてこられたことのご紹介もあり、能登とい

う土地柄を理解することができた大変貴重な機会でした。このような貴重なフォーラムを

開催いただきありがとうございました。 

・(日時があえば)ぜひ参加したいです。ただ海洋にとどまらず、色々な分野のフォーラムに

も参加して、多角的な考えをもつことが重要だと改めて感じました。 

・事例を知ること、人と人とのつながりをもつこと、いずれも大事だなと改めて思えまし

たので。 

・能登地区における初等中等教育の現状について知ることができ、「何ができるのか？」

を考える際にその材料となる情報を得られるから。 

・海洋教育を糸口に、地元に根差した経験知を多数知ることができたから。 

・臨海研究・教育施設を維持・発展していくためには、地域連携が重要である点について

発表がありました。能登のこうした事例は、全国の臨海施設や広くステークホルダーにア

ピールしていくことが大切で、私自身も他施設の事例と能登の事例を比較して知ってみた

いと思ったからです。 

・なにか自身にもできることがあるか考えたい。 

 

登壇者へ感想やメッセージ 

・大変ではありますが、一歩ずつ復活していく能登、願っております。 

・この度の小学校・里海・日本財団・大学、それぞれの対応を拝聴し、貴重な情報・体験

となりました。特に、教育というものは、歩みを止めることのできないものであることを

痛感しました。皆様の取り組みに頭が下がりました。 

・大変興味深いお話でした。ありがとうございました。 

・浦田先生、今回のご案内ありがとうございました。小木小の事例や支援の状況など、詳

しく教えていただき、感謝いたします。能登里海研究所開設の経緯等も知ることも出来ま

した。今回参加させていただきまして、視野を広げることが出来ました。食育の面から海

洋教育について、周囲に伝えていきたいと思います。能登発酵食文化祭で、能登の食文化

の豊かさに感動した矢先の発災で心を痛めております。１日でも早く能登の皆様の暮らし

が元に戻れるよう願っております。本日はありがとうございました。 

・大変な時にお話しいただきありがとうございました。復興はこれからと思いますが、皆

様の団結を知ることができましたので安心感もいただきました。 

・貴重な講演をありがとうございます。 
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・貴重な話をありがとうございました。皆様自身も被災された現場に立っておられるので、

ご自身や身近な方々の心のケアを大切にしてください。 

・貴重な情報をありがとうございました。 

・ありがとうございました。 

・教育版 DMAT というご発想、とても興味深いと思いました。お話を伺って、子どもたち

への支援に注目が集まるが、教員の皆様や子どもたちを支える方々も被災しながら、被災

した子どもたちのケアをしていなかればいけない、おっしゃる通り大変な状況と思いまし

た。避難所と学校の機能を両立する、教員も学校も被災している、被災後の子どもたちの

心の状況、そうしたさまざまな状況を理解し、迅速に動ける人材が学校に配置できるよう

な体制ができたら素晴らしいと思います。 

・新聞やテレビでは得られない話が沢山聴けました。自分の知らないところで、多くの方々

が活動し、支援されていらっしゃることを知り感動しました。ありがとうございます。 

・報道等で接する情報はどことなく他人事と思ってしまいがちですが、今回お話を生で聞

き、当事者の言葉ってこんなにも心に直接響くのだなと感じました。日々の備えの大事さ、

特に人と人とのつながりを作っておくことの重要さも改めて認識しました。そして、その

つながりを作るところにも海洋教育の役割があるのだなと思いました。 

・普段からの教育機関間および他組織、地元との繋がりがあればこそ震災への迅速で柔軟

な対応が可能になるのだと感じました。先進的な取り組みをされている能登の多くの事例

を知ることができ、大変勉強になりました。ありがとうございました。 

・現場を見た人にしかわからない貴重なお話をありがとうございました。 

・素敵なお話をありがとうございました。登壇者の方々からしか聞くことができない、具

体(卒業式、充電式タッチレス水栓ポンプ、海上運送法との兼ね合い、被災時の研究セン

ターの様子など)のお話をたくさん伺うことができました。感謝申し上げます。 

・大変な時期にもかかわらず情報提供いただきありがとうございます。応援はもちろんの

ことですが、せっかくの貴重な講演の数々でしたので、レジュメの事後公開や（今回は難

しいでしょうが）講演動画の一般公開など、広く活動を伝えていくことも有益なのではな

いかと思いました。 

・このような状況下でも、止まらずに動いていることがよく分かりました。 

 

能登里海教育研究所へのメッセージ 

・子どもたちがすくすく成長できる能登発信の教育、全国にどんどん発信していってくだ

さい。 

・素晴らしい教育実践をされており、日本のみならず世界的なモデル拠点となりますよう

に！ 

・今回に限らず、いつも素晴らしいシンポジウムをオンラインで実施してくださりありが

とうございます。海洋教育に興味を持っているのは一般の方だけでなく大学関係・研究機
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関の方にも多いと思っています。evolve2 などのメーリングリストをもっと活用されたり

事前のアナウンスを精力的にされるとより良いのではないかと感じました。 

・早期の復旧、復興お祈りいたしております。 

・開催をありがとうございました。今後のますますのご活躍をお祈り申し上げます。 

・引き続き情報発信減として、我々にできること・すべきことの考える材料となるものを

示していただけますようお願いいたします。 

・いろいろとご不安、ご不便のある中での活動でしょうが、どうぞご自愛ください。 

・今後のご健闘を応援しています。 

・皆様大変ご困難な状況におられるかと存じますが、海洋教育の推進に尽力されておられ

るお姿を拝見し、心から尊敬申し上げます。一日も早い貴所の復旧と、能登の復興を願っ

ております。 

・支援のコーディネートの大変さが議論にもなりましたが、研究所も職員の皆様も被災し

ながらコーディネートを担っていくのは大変なことと思います。どうかご無理が重なりま

せんように。こうして被災地と人脈があり、現地の様子もわかっておられる里海研からの

情報発信は、大変貴重なものでした。機会がありましたら、ぜひ今後も、こうした情報発

信の場を作っていただけると嬉しいです。 

・金沢大の臨海実験施設、そして能登里海教育研究所の設立意図や沿革について、大変興

味深く聴かせていただきました。能登町、学校、国立大学。海洋教育の理想の形で作られ

た研究所ですね。 

・限られた水道設備の中で実習を行うコツなど、これから蓄積されていくかと思います。

いずれそうしたノウハウを共有できるような機会がありましたら、また、お話聞きたいと

思います。 

・復興に向けて多くの苦労がある中、教育の再生や地域への貢献にご尽力されていること

に敬意を表します。能登町、金沢大学、貴研究所への支援を希望している教育関係者、研

究者は潜在的に多くいると思いますので、必要なことがあればぜひ学会なども通して情報

発信していただければと思います。 

・子供達にとっての 1 年は大人にとっての 1 年とは全く重みが違うと思います。被災した

からと言って腎臓病患者の透析を止めることができないのと同様に、教育も止めてはなら

ないと思います。今は大変な重責を担われていることと思います。県内の大学を全て巻き

込んでその任にあたっていただければと思います。 

・鈴木先生のお話で、能登里海教育研究所設立の背景を知ることができました。これから

も、能登モデルでの海洋教育の実践を勉強させていただこうと思います。よろしくお願い

いたします。 

・日本動物学会のメールでフォーラムを知りました。永く動物学会員であり JAMBIO 利用

経験者ですが、お恥ずかしながら能登の臨海施設を存じ上げませんで、驚きをもちつつ参

加いたしましたが、とても活発な研究教育活動に感銘を受けました。自身の研究だけに盲
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目的だった大学院生・ポスドク時期とは違って、教員の私として大学にいますと、「臨海

実習をどこでやろうか」「前任教員は知り合いがいたから実習できたがもう難しいかもし

れない」など声を聞きます。情報が探せていませんが東京から臨海施設まで 5 時間近くか

かるでしょうか、機会があったら将来的に学生を連れていく実習を提案してみたいと今回

強く感じました。 

・地域に根づいた活動が良く受け入れられ、機能していると思います。是非継続してくだ

さい。 

・今後の活動にも期待しています！ 
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4－2 Web プラットフォーム「海の授業ちえぶくろ」 

 

 海洋教育の授業実践事例を蓄積し、一覧できる Web プラットフォーム「海の授業ち

えぶくろ」を 2022 年 1 月 25 日に正式公開、授業実践と並行して更新し、2024 年 3 月

現在、約 40 件の海の授業の実践事例を公開しています。学校の先生には、過去の事例

をスムーズに再現し、磨きをかけて次の授業に活かしていただくため、保護者や地域の

方には、海洋教育が何をしているのかを見ていただくことを目的に、誰にでも気軽にご

覧いただける事例集になっています。 

 

▼「海の授業ちえぶくろ」サイト 

  https://chiebukuro.notosatoumi.com/ 
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4－3 里海公開セミナー 

 

2016 年度より開始した里海公開セミナーは、本年度は 6 月 9 日に小木小学校で教員

研修会として実施し、金沢大学環日本海域環境研究センター准教授の木谷洋一郎氏に

「魚が病気とたたかう仕組み」のタイトルで講演をいただきました。また 9 月 4 日に「ア

ナログゲームを活用した資源管理の学習研究会」を開催し、追手門学院大学国際学部准

教授の北村健二氏を講師として、ボードゲーム Fish & Chips のプレイ体験と、本ゲー

ムを活用した漁業と水産資源管理に関する学習プログラムの実践可能性について、意見

交換会を行いました。 

 

 

小木小学校で開催したセミナーの様子 
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4－4 能登小木港イカす会 2023 

 

 5 月 28 日に石川県漁業協同組合小木支所にて、能登小木港スマイルプロジェクト実

行委員会主催「能登小木港イカす会 2023」が開催されました。能登里海教育研究所は

平成 29 年度より正式な協賛者となり、金沢大学環日本海域環境研究センター臨海実験

施設と共同で、イカの解剖公開授業と能登の生き物タッチプールを展示しています。コ

ロナ禍を経て、本年度は 4 年ぶりの開催となりました。イカの解剖授業は小木小学校

3, 4年生の里海科の授業として実施しました。その後、一般の方向けにも実施しました。 

 

 

鈴木信雄教授による 

「めざせイカ博士！」 

 

生き物タッチプール 

 

2023 年 5 月 29 日北陸中日新聞      
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2023 年 5 月 29 日北國新聞 
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4－5 海とみらいの科学の日 2023 

 

 金沢海みらい図書館においてイベント「海とみらいと科学の日 2023」が 7 月 22 日に

開催されました。能登里海教育研究所と金沢大学環日本海域環境研究センター臨海実験

施設が協力し、海の実験教室「海の体の不思議～アゴは何から進化したの？体の中を見

てみよう～」と「海のいきものタッチプール」を実施しました。関連企画として、図書

館のギャラリーに一般公募した写真を展示する「海の写真展～能登の海のいきものたち

～」を行いました。本イベントのチラシと、海の科学体験教室の参加者を対象としたア

ンケート結果を後掲します。 

 

 

海の実験教室 

 

 

海の写真展 
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（アンケート集計結果の提供：金沢海みらい図書館） 
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4－6 アマモ場再生事業 

 

 昨年度からの活動に引き続き、アマモ場再生の取り組みを実施しました。10 月 15 日

に石川県七尾市の七尾西湾に海草のアマモの種約 6 万粒を植え付ける作業を行いまし

た。能登の森里海研究会が主催し、石川県輪島市の日本航空高校石川潜水部と共に能登

里海教育研究所が協力しました。また 10 月 29 日に能登の森里海研究会が七尾湾にお

けるアマモ場再生に向けて行った公開学習会に能登里海教育研究所が共催し、発表や総

合討論の進行を務めました。 

 

2023 年 10 月 19 日北陸中日新聞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

92 
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4－7 絵画コンクール「海と人とのつながり」 

 

 昨年度に引き続き金沢大学環日本海域環境研究センターの絵画コンクールに協力し

ました。本年度は募集地域が拡大され、輪島市、穴水町、珠洲市、能登町各校の児童生

徒の皆さんより 213 件の応募がありました。能登里海教育研究所研究員を含む審査員に

より審査が行われ、協議を経て受賞作品が選定され、表彰式と展示が行われました。能

登里海教育研究所からは里海賞を贈呈しました。 

 

 

イカの駅つくモールでの表彰式に際しての展示の様子 
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4－8 海と日本 PROJECT 

 

・7 月 27～29 日、長野県の海と日本プロジェクトの一環で長野県内の小学 5, 6 年生が

参加する海洋学習プログラム「信州イカ調査隊」が開催され、JF いしかわ小木支所、

小木小学校里海資料室、宇出津公民館等の協力を得て開催を支援しました。 

・8 月 3 日、石川テレビ主催スタディーツアー内の夜間灯火観察会を浦田研究員が、8

月 4 日同ツアー内の実験教室「海藻の色素を抽出して比べよう」を能丸研究員が、そ

れぞれ講師を務める予定で授業案を計画しました。（※本企画は 2023 年 5 月 5 日の石

川県能登地方を震源とする地震の影響を考慮し、中止となりました） 

 

 

「スルメイカと気候変動」の特別授業（出典：海と日本 PROJECT in 長野「信州イ

カ調査隊⑦スルメイカの不漁問題＆解剖実験＆調理体験」

https://nagano.uminohi.jp/） 

  

海藻の色素を抽出する予備実験の様子 
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